
家政学部や家政学科ではありません

家政教育講座の紹介

家政教育講座は・・・

小学校，中学校，高校の家庭科の教諭を養成する場所

教員と学生の数は・・・
 教員5名（男性2名，女性3名）＜令和8年度現在＞

 学生は1学年10人ほど

他の講座と違うところは・・・
 学ぶ分野がとても幅広い
衣・食・住関係はもちろん，保育，家庭経済，ライフスタイル論など

教員免許に必要な科目だけでなく，私たちの日常生活に密接に
結びついた事柄を，最新の知見を基に学びます。

卒業研究（ゼミ）は教員1人に対して学生約2名

講座のHP

開設科目の紹介
保育学家庭経営学被服学

保育学
保育実習

家庭経営学
家族関係学

被服学（被服実習を含む）
被服科学（実験を含む）

調理学住居学栄養学

食品学概論
調理学実験・調理実習

住居学概論
住居設計製図演習

栄養学
食生活演習

被服製作
洗剤の原理
など

金融教育・家族
ライフスタイル

など

幼稚園実習，幼児
心理など

食生活の改善
遺伝子解析
など

安全・快適な
住宅，建築物の
歴史など

調理実習
料理法の意義

など

＋ 家庭科教育の指導方法に関連する科目：家庭科教育法Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ

家政教育講座は岐阜大学の縮図！

1～3年生 幅広く学ぶ
家庭科教員としての素養を高める

3年生 6月頃
研究室
選択

4年生 研究
専門性を高める

教育学部 家政
生活の視点

研究題目の一例

人生設計ゲームの開発と金融教育実践
アメリカのアーミッシュ(Amish)の300年来の生活から現代を考える
「持続可能な消費生活・環境」の授業開発と実践

経済学 ・ライフスタイル論

ウルトラファインバブルの生成とその応用に関する研究
ゼオライトの脂質異常症改善・糖尿病予防効果に関する研究
栄養バランスがもたらす次世代への影響に関する教材開発研究

栄養学

研究テーマ一覧はこちら！

岐阜県における廃校舎のあり方に関する研究
郷土資料を用いた住育教材の開発
住空間における収納の歴史と現状

住居学

食物アレルギー対応食の多様化に向けた試み
米飯・麺類における短時間調理方法の考案及び授業実践への展望
効率的な献立作成を可能とするアプリ教材の開発と授業実践

調理学

小学校における継続的金融経済教育の授業開発
栄養課題に着目した小学校家庭科食生活分野の授業提案
現代社会の被服課題に対応した家庭科授業の在り方

家庭科教育

日常生活に密着した課題について深く探求することで，
課題解決力の養成と，
家庭科教員としての資質向上を目指しましょう！

調理実習

被服構成
実習

子どもに
関する研究

食品
栄養実験

金融教育
実践住居学

研究


